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上野　洋一郎

同期式プロセッサと非同期式プロセッサをハードウェア記述言語で記述・シミュレーションすること
で、
○プロセッサの構造と制御の理解
○同期式と非同期式の相違点の理解
○非同期式順序回路の理解
○ハードウェア記述言語（HDL）の理解
を目指す。

プロセッサの構造と制御の理解、HDLの理解、非同期式回路の理解と多岐に及びます。
１．まずは古典的なアキュムレータを持つプロセッサの構造と制御を学びます。
２．古典的なプロセッサのHDL記述を各自で行います。
３．次に現代的なプロセッサの基本となるパイプライン型プロセッサの構造と制御を学びます。
４．パイプライン型プロセッサの設計を各自で行います。
５．自分で設計したパイプライン型プロセッサのHDL記述を行います。
６．HDL記述のシミュレーションにより、パイプラインをストールさせる要因や、様々なハザードを確
認します。
７．ここまでの報告書を作成します。
８．非同期式回路とその制御を学びます。
９．古典的はプロセッサを非同期化したHDL記述を各自で行います。
１０．非同期式のHDL記述と、先に作成した同期式のHDL記述のシミュレーションを通して、同期
式と非同期式の挙動の差異、性能を決定する要因、問題点を確認します。
１１．自分で設計したパイプライン型プロセッサを非同期化したHDL記述を各自で行います。
１２．HDL記述のシミュレーションにより、非同期式パイプラインの特性の理解と改善策の検討を行
います。
１３．非同期式の報告書を作成します。

特に無し

コンピュータの構成と設計，HDL設計入門

同期式プロセッサの設計とHDL記述に関する報告書と非同期式プロセッサの設計とHDL記述に
関する報告書を提出して貰います。その報告書の内容と、プロセッサの設計の完成度、HDL記述
の完成度を以下の割合で合計します。
同期式プロセッサの報告書【設計の完成度 30%，HDL記述の完成度 30%，報告書の完成度 10%】
非同期式プロセッサの報告書【設計の完成度 10%，HDL記述の完成度 10%，報告書の完成度
10%】


